結　果　の　概　要

１　農　業　経　営　体

（１）農　家　数

　ア　総　農　家　数

◎　総農家数は７，９４９戸で，前回と比べ１６．８％の増加
○　２００５年２月１日現在の総農家数は，７，９４９戸で，前回（２０００年調査。以下同じ）の６，８０５戸に比べ１，１４４戸増加し，増加率は１６．８％となった。
増加要因としては旧内海町，旧新市町，旧沼隈町との合併がある。旧福山市分は６，４７４戸で増減率△４．９％，旧内海町分１５７戸増（２．３％），旧新市町分７６２戸増（１１．２％），旧沼隈町分５５６戸増（８．２％）となっております。（表１，図１）
　　○　総農家数を自給的農家，販売農家別にみると，自給的農家は５，９６３戸（対前回比３８．５％）で，総農家に占める割合は７５．０％である。販売農家は１，９８６戸（対前回比△２０．５％）で，総農家に占める割合は２５．０％となっている。（図２）
　　自給的農家…旧福山市４，７５０戸（　１０．３％）， 旧内海町１５３戸（３．６％）

旧新市町　　６５２戸（　１５．１％）， 旧沼隈町４０８戸（９．５％）

　　販売農家…旧福山市１，７２４戸（△３１．０％），旧内海町　　４戸（０．２％）

旧新市町　　１１０戸（　　４．４％），旧沼隈町１４８戸（５．９％）

　イ　専兼業別農家数

◎　販売農家のうち兼業農家の占める割合が８０．５％

○　販売農家数を専兼業別にみると，専業農家数は３８７戸（対前回比△０．５％）で，兼業農家数は１，５９９戸（対前回比△２４．２％）となっている。
　　また，兼業農家のうち，兼業を主とする第２種兼業農家数が１，４１０戸で，兼業農家数の８８．２％を占めている。（表２）（図３）
· 専業農家での生産年齢人口（１５歳から６４歳までの男子）のいる農家数は，９４戸（対前回比△１０．５％）で，専業農家の２４．３％となっている。（表２）
　ウ　主副業別農家数
　　◎　販売農家における主業農家数は増加
　　○　販売農家における主業農家は，この５年間に１２戸（６．７％）増の１９１戸となり，販売農家に占める割合は９．６％（前回７．２％）となった。これは，旧福山市分は１４２戸で３７戸の減，旧内海町，旧新市町，旧沼隈町分で４９戸の増となったためである。
　　　　また，主業農家のうち６５歳未満の農業従事者のいる農家数も２０戸（１５．２％）増加し，１５２戸となった。（表３）

　　○　準主業農家は，１７６戸（３６．８％）減少し，３０２戸となった。（表３）

　　○　副業的農家は，３４９戸（１８．９％）減少し，１，４９３戸となった。（表３）
　エ　経営耕地面積規模別農家数

　　◎　販売農家のうち１．０ｈａ未満の農家が，販売農家で全体の９４．０％
　　○　販売農家のうち，最も農家数の多い面積規模は０．３～０．５ｈａ未満で，販売農家の６１．３％，総農家数の１５．４％を占めている。０．３ｈａ未満かつ販売金額５０万円未満の自給的農家は，総農家数の７５．０％を占めている。（表４）
　オ　農産物販売金額規模別農家数
　　◎　販売農家のうち５０万円未満が７０．８％

　　○　規模別農家数の第１位は５０万円未満の８２５戸（構成比４１．５％）で，続いて販売なしが５８１戸（構成比２９．３％）となっている。（表５）
　　○　対前回比でみると，１００万円以上の農家で増加しており，伸び率では１，０００万円以上が５５．２％，５００～１，０００万円が４１．９％，３００～５００万円が１．５％，１００～３００万円が２０．７％となっている。１００万円未満の農家はすべて減少となっている。
（表５）
（２）農家人口・就業構造
　ア　総農家人口

　　◎　総農家人口は３０，０３３人で前回比較０．１％増加

　　○　２００５年２月１日現在の総農家人口は，３０，０３３人で，前回の３０，０１０人に比べ２３人増加した。その増加率は，０．１％となった。旧福山市分は５，２８４人の減少，旧内海町，旧新市町，旧沼隈町分で５，３０７人増（表７）
　　　　　旧福山市…２４，７２６人　旧内海町…　　　４１２人

　　　　　旧新市町…　２，９６５人　旧沼隈町…　１，９３０人

　　○　総農家人口に占める男女の割合は，男子４８．０％，女子５２．０％となっており，構成比は前回とほぼ同じである。（表６）

　　○　農家人口を自給的農家，販売農家別の割合でみると，自給的農家は７１．６％で，構成比は前回と比べ増加した。販売農家は２８．４％で前回同様減少した。（表６）

　　○　市の総人口（２００５年国勢調査）における農家人口割合は７．２％，市の総世帯数における農家の割合は５．１％となっており，人口割合は前回より０．７％減少，農家割合は，前回とほぼ同じである。

　イ　年齢構成

　　◎　高齢化が進む（６５歳以上は３３．６％）

　　○　６５歳以上は２，８６４人（３３．６％）と全体の約３分の１が６５歳以上となっている。１４歳以下は８２３人（９．７％）となっており、販売農家の高齢化が進んでいる。（表８）（図５）

　ウ　就業状態別世帯員数
　　◎　販売農家における農業従業者のうち農業就業人口は３，４１３人で，１５歳以上の農家世帯員の４４．３％（表９）
　　○　１５歳以上の農家世帯員のうち，販売農家の農業従事者は５，８６５人で１５歳以上の販売農家世帯員の７６．２％である。（表９）
　　○　１５歳以上の販売農家の基幹的農業従事者は，１，７６４人で同世帯員の２２．９％となっている。（表９）
　　○　販売農家の農業就業人口を年齢別にみると，男子では６５歳以上が１，０９２人（７０．８％），女子では１，１４２人（６１．０％）となっている。（図６）
　　○　販売農家の基幹的農業従事者を年齢別にみると，男子では６５歳以上が７４８人（７６．０％），女子では５２２人（６６．９％）となっている。（図６）

　エ　後継者の状況
　　◎　販売農家における農業経営の後継者がいる農家は６７．８％　同居の農業後継者がいる農家は５５．３％
　　○　販売農家のうち、同居の農業経営の後継者がいる農家数の割合は５５．３％（広島県３７．６％）で、他出の農業経営の後継者がいる農家数の割合は１２．５％（広島県２０．６％）であり、広島県と比較して農業経営の後継者のいる農家の割合は高い。（表１０）（図７）
（３）　土　地

　ア　経営耕地面積

　　◎　経営耕地面積は大幅に減少
○　経営耕地面積は１，１０６ｈａ【旧福山市９４８ｈａ（５４．１％減），旧内海町２ｈａ（０．１％増），旧新市町５８ｈａ（２．８％増），旧沼隈町９８ｈａ（４．７％増）】で，前回に比べ４６．５％減少した。
特に田４８．９％【旧福山市７０２ｈａ（５４．２％減），旧内海町，旧新市町，旧沼隈町で８１ｈａ（５．３％増）】，畑５３．７％【旧福山市１７３ｈａ（５７．１％減），旧内海町，旧新市町，旧沼隈町で１４ｈａ（３．４％増）】の減少が大きく，前回の減少率（１９．５％）を大幅に上回った。販売農家も前回に比べ１４．１％減少した（表１１）（図８）
○　販売農家は田が１６．０％，畑が３２．８％減少した。樹園地は５６．３％増加した（表１１）

○　１農家当たりの経営耕地面積は１４ａ（前回３０ａ）となっている（表１１）
　イ　借入耕地

◎　借入１農家当たりの借入耕地面積の増加
○　借入１農家当たりの借入耕地面積は３２．７ａで，前回（１７．４ａ）より８７．９％増加した。（表１１）
○　借入耕地のある農家数は７１３戸で，前回に比べ５３．９％減少し，借入耕地面積は２３３．３０ｈａで，前回に比べ１３．４％減少したが，借入農家１戸当たり前回に比べ１．９倍に借入耕地が増加した。（表１１）
○　販売農家は，借入農地のある農家数が１３．８％減少したものの，借入耕地面積は１０．３％増加し，販売農家借入１農家当たりの借入耕地面積でみても２８．２％増加の３２．７ａとなった。（表１１）
　ウ　耕作放棄地

◎　耕作放棄地を持つ経営体数の減少
○　耕作放棄地を持つ経営体数は前回より７１．１％減少し７２４戸で，面積も６８．８％減少し，１１２．５０ｈａとなった。（表１２）
（４）　農業生産
　ア　販売目的で作付けした農産物
　　◎　販売目的の作付けは販売農家の６３．９％
　　○　販売農家のうち，販売目的で，農産物を作付けした農家数は１，２６９戸で販売農家の６３．９％を占めている。（表１３）

　　○　販売目的で作付けしている農産物の中で最も作付面積が多いのは，稲の４１，０８１ａ（構成比７６．５％）次いで野菜類の８，５２３ａ（構成比１５．９％）となっている。（表１３）

　イ　施設園芸
　　◎　施設のある農家数が増加

　　○　販売農家のうち，施設のある実農家数は前回に比べ１９．５％増加して２０８戸となった。【旧福山市（２１．３％減），旧内海町，旧新市町，旧沼隈町分（４０．８％増）】（表１４）
　　○　施設面積規模別にみると，前回との比較では５ａ未満が２４．０％減少し，逆に５ａ以上は大幅に増加している。（表１４）

　ウ　果樹
　　◎　栽培面積はぶどうが第１位

　　○　販売農家のうち，販売目的で栽培している果樹のなかで，最も栽培面積の多いのはぶどうの７，４５１．４ａ（構成比６４．５％）で，次はかきの１，６３３．９ａ（構成比１４．２％）となっている。（表１５）
　エ　家畜

　　◎　販売農家の家畜の飼養農家は減少傾向，採卵鶏は増加（表１６）
オ　農産物販売金額１位の部門別農家数
◎　果樹類，花き・花木のみが増加

○　販売農家のうち，農産物販売実農家数は１，４０５戸で，前回に比べ２３．６％減少した。（表１７）

○　農産物販売金額１位の部門別農家数が前回を上回った部門は，麦類、果樹類、花き・花木で、肉用牛、養豚，養鶏は同数、それ以外の部門では減少した。（表１７）

（５）　農業雇用･農作業の受委託等

　ア　雇用労働
　　◎　常用雇用者数、手間替え・ゆい・手伝いは増加、農業臨時雇用農家数は減少。延べ人数はいずれも増加（表１８）
　イ　農作業の受委託

· 委託農家が２．４％減少

· 水稲作業を委託した農家数は３６３戸で、２．４％減少した。

○　委託した作業別では、乾燥・調整が２９６経営体もっとも多く、稲刈り・脱穀、育苗の順となっている。（表１９）

　ウ　農業生産のための組織等への参加状況

· 参加実農家数が前回と比べ２５戸（２９．８％）増加

○　販売農家のうち、農業生産組織への参加実農家数は１０９戸で、前回に比べ２９．８％増加している。（表２０）

（６）　農業用機械
　　◎　農業用機械

　　○　乗用型トラクター台数は１，９０２台、１５馬力未満の小型機は８１２台、１５～３０馬力未満は９８７台、３０馬力以上の大型機は、１０３台となっている。（表２１）
２　林　業　経　営　体
（１）　林業経営体と保有山林面積

　　◎　総林家数は１，９２２戸で市の総世帯における割合は１．２％

　　　　保有山林面積は、７，５０３ｈａ

　　○　林業経営体は８２戸（４．３％）、非林業経営体は１，８４０戸（９５．７％）となった。（表１・図１）

　　○　保有山林面積のうち林業経営体の面積は、１，４８１ｈａ（１９．７％）、非林業経営体の面積は、６，０２１ｈａ（８０．３％）であった。（表１・図１）
（２）　保有山林の規模別林家数と面積

　　◎　最も多いのは１～３ｈａ未満の規模の林家で全体の６７．７％
　　○　１０ｈａ未満の林家数をみると全体の９３．５％を占めているが、保有山林面積の割合は５７．１％となっている。
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